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研究の目的 
 

地球温暖化の原因の一つとされる二酸化炭素(CO2)の削減は，建設業においても重要な環境対策として位置づけら

れる．(社)日本建設業団体連合では，施工段階で排出される CO2 について，2012 年までに 1990 年度比で 13%

を削減する数値目標を掲げるとともに，建設重機の省燃費運転教育に力を入れているが，教育効果を定量的に把握

できないことや，教育効果が長期間持続しにくいといった問題がある． 

このため，NATM トンネル施工現場にて，デジタルタコグラフ(以下，デジタコと称す)を用いて建設重機の運転

状況をモニタリングし，データに基づく省燃費運転指導を実施した．本報告は，デジタコによる運転状況モニタリ

ングの有効性と，データに基づく省燃費運転指導の効果について報告するものである． 

 

技術の説明 

 

図-1 に示すような PDCA のサイクルを回しながら教育を継続するには，運転状況のモニタリングが必要不可欠

となる．このため，図-2 に示すトンネル掘削土を搬出するために使用するアーキティキュレートダンプにデジタ

コおよび燃料消費計を搭載し，運転状況をモニタリングした．この結果から，省燃費運転指導項目を特定し，デー

タに基づく省燃費運転指導を実施し，省燃費運転教育における PDCA のサイクルを回した． 

 

主な結論 

 

教育前の運転データから，以下に示す項目を省燃費運転教育のポイントとして特定した． 

①アイドリングストップの励行 

②停止と走行を繰り返さず，なるべく一度に長い距離を走行する 

③特に空車時には，４速ギアをなるべく多く使用して走行するように心がける 

上記省燃費運転のポイントを運転状況モニタリング結果と共にオペレータに教育したところ，図-3 に示すよう燃

費が向上し，アイドリングストップの効果と合わせて約 20%の燃料消費量削減が図れた． 
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図-1 開発技術のイメージ 図-2 アーキティキュレートダンプ 図-3 教育前後の燃費 
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